
障障ががいいののああるる子子供供達達のの自自立立にに関関すするる一一考考察察  

～ 特別支援学校３９年間の教師生活（主に進路指導）を終えて ～ 

  元福岡県立特別支援学校指導教諭 中村秀紹 

 

 

【筆者プロフィール】 

福岡大学法学部卒業後、昭和 56（1981）年 9 月～令和 2（2020）年 3 月、

福岡県立の特別支援学校（直方・小郡・福岡高等学園・太宰府）勤務。小学部・

中学部・高等部を経験し、特に進路指導をライフワークとした。 

退職後、2 年間、新型コロナウィルス対策として特別支援学校の就職指導員・

就職支援コーディネーターを担当。現在は、ジョブコーチとして福岡市の就労

支援センター（就労移行支援）に勤務。学校在職中から、様々な関係者とのネ

ットワーク作りに取り組み、卒業生（19 歳～51 歳）等のアフター・自立支

援のため「ふくがくボランティア自立支援ネットワーク（代表）」）を立ち上げ

20 周年を迎えた。更に３年前、教師仲間による NPO 法人障がい者就労支援

福岡ジャンプアップ（副理事長）の立ち上げに関わる。生まれも育ちも生活も

佐賀県鳥栖市、仕事は福岡県。野球大好きの元高校球児。  

１１  ははじじめめにに  

 不思議なご縁に導かれて障がい児教育の世界に入りました。今から４２年前です。それまでの

私にとって全くの別世界でした。 

初めて養護学校（今の特別支援学校）に伺った時、校長先生に、「私にできますか？」と尋ねると、

「やる気はあるかね？」と問われました。「はい、やる気と元気だけは自信があります」と答える

と、「だったら大丈夫」ということで、私の教師生活がスタートしました。 

教師になって最初に受け持ったのは、重度の知的障がいの子供達5名でした。半年ほどたって、

今度は重度・重複の子供達の在宅の訪問教育を受け持つことになりました。 

その子供達は日々様々な障がいや病気と闘って、常に命と向き合っていました。子供達は「存在

そのもの」「精一杯生きていること」を私に教えてくれました。 

子供達との日々の触れ合いの中で、私自身が人として確実に成長していく実感がありました。 

この経験が私の教師としての原点となり、また今回は書きませんが、あるベテランの女性教師と

の出会いも、子供達との出会いと同じように、この世界で生きていく契機となりました。例えは

悪いのですが、この仕事はお金を貰って毎日感動的な出来事を味わうことができるぼろい商売で

あると感じました。 

当所、私の夢は、高校で歴史を教えながら高校野球の指導者として甲子園をめざすことだった

のですが、最後まで特別支援教育に携わることになりました。 

本当に充実した最高の教師生活を終えることができ子供達・保護者・様々な関係者の方々に心か

ら感謝しています。 

そんな私ですが、後には進路指導をライフワークとし、教師として様々な経験を積んできました。 

今回私の経験を報告する機会を頂きましたので、その一部をお伝えします。 

進進路路情情報報のの不不足足  

色々な人から「特別支援学校の進路指導についてはなかなか情報が少なく又知り得る機会も少

ないのでよく分かりません」と聞きます。高等部は幾分知られているようですが、小学部、中学

部、更に地域の小学校、中学校、高校でも情報不足の状況です。保護者の方も情報を欲している 
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暮らしが楽しくなる=自立に向けた生活環境の確保だと思い、福岡では知られてない情報の提供の

場として、これからも数多くの皆様に発信していきたいと思っています。 

 

 私が事務局を務めた時期のリョウコウカイの会長さん、会計さん、幹事さんなどが、現在の笑顔

の会の中心メンバーとして、一緒に活動を続けています。 

月日を経て、立ち上げメンバーたちも含め、仲間がいつの間にか親友となって、今の私を作り上げ

てくれて、こどもの将来までも考えれるようになりました。 

 

ここれれかかららのの展展望望  

障がいがあろうがなかろうが、子どもたちはこの地域で成長していきます。 

子どもたちはいずれ成長し自立していく時が来ると思いますが、本当の意味の自立とは、子どもと

親の距離感の問題であると考えます。 

 現在、共同生活援助グループホームスマイリングを立ち上げました。そこへの思いは、ただ一つ、

「誰もが自立し、幸せに暮らしていける権利の保証」です。 

重度の方が当たり前に暮らせる暮らしを必ず構築したいと考えています。 

まだまだ始まったばかりですが、これからも親友である仲間たちや支えて下さる先生がたの力を借

りて躍進していきたいです。  

また現在、全国のチーム愛モットメンバーと活動を行っている、島根大学の伊藤史人准教授の開発

アイモットですが、今後は重度心身特化型のグループホームへ導入し、福岡から九州、そして全国

の仲間たちと共に、会話が難しい障がいのある方が視線入力で当たり前にコミュニケーションを図

れる世の中になるようにと活動を行っていきたいです！ 

みんなが当たり前のことを当たり前にできる世界。 

それが私の望む世界です！ 

島根大学総合理工学研究科 助教 伊藤史人（ふみひと）の主宰サイトから転載 
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ようです。保護者の様々な集まりや福祉関係者からの実践発表の要請が時々あります。小学校や

中学校、高校の先生方からもあります。特別支援学校の進路のことを正しく知って頂くためにこ

れらのオファーは可能な限り受けさせて頂いています。 

今回は、実践発表時のプレゼンテーションシートや配付資料等を整理してまとめました。少し

でも特別支援学校の進路指導のことを理解して頂ければ幸いです。私の報告がベストとは思って

いません。もちろん私自身はベストを目指してきました。しかし、完璧ではありません。ただ、

ベターではあります。様々なベターがあっていいと思います。その中の「中村風」です。一読さ

れて皆様方の様々な疑問、質問、意見等をお待ちしております。これをたたきだいにして更にベ

ストに近寄れば嬉しい限りです。よろしくお願いします。  

  

２２  いいろろいいろろなな自自立立とと社社会会参参加加  

 私は、自立は一人一人違っていて良いと

考えます。これは当たり前のことです。 

私たち教師は知らず知らずに自立のハー

ドルを高くしてしまっているようです。 

若い頃、在宅訪問教育を７年間担当しま

した。障がいが重度・重複の子供達は、当

時健康上の理由などで学校に通うことが

できませんでした。その教育を保障するた

めに教師が家庭を訪問して授業を行うの

です。専門性のない未熟な私を子供達は玄

関や縁側で待っていてくれました。そして

私を見るやいなや大歓声、私もテンション

が上がりました。その子供達は日々様々な病気と闘って、常に命と向き合っていました。ずっと後

になって自立について考えた時に、「「存存在在そそののもものの」」「「精精一一杯杯生生ききてていいるるこことと自自体体」」もも立立派派なな自自立立で

あると確信に至りました。そのことを彼らが教えてくれました。この訪問教育の経験が私の教師と

しての原点となっています。そして、退職する時に、中学部の重複学級の男性教師から、先生の「存

在そのもの」という言葉で救われましたというお別れメッセージをもらった時は、話した記憶はあ

りませんでしたが、何かとても嬉しい気持ちになりました。 

 

学校教育の中では「働く・暮らす」が強

調されますが、以外と「楽しむ」こと自体

を教えていないと気付きました。卒業生の

姿からも余暇活動の重要性を感じていたの

で、在学中からもっと子供の興味や関心を

元にした楽しめる力を支援しておくことも

重要なことであると考えるようになりまし

た。楽しむ力をもっともっと身に付けさせ

て地域に積極的に出て行ける状況をつくっ

ていきましょう。働働くく、、暮暮ららすす、、楽楽ししむむ、、

のの 33 拍拍子子がが揃揃っっててここそそ本本当当のの社社会会参参加加で

す。 
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進路指導は生徒指導でもあり、生徒指導は進路指導でもあり車の両輪であるということです。

また、障がい児に対する進路保障とは、学力保障であり、この学力とはただ単に教科のことだけ

ではなく、自立活動の内容等も含めた生きる力を育てることです。 

そして、私は、進進路路保保障障ととはは、、「「生生徒徒一一人人一一人人のの自自立立とと社社会会参参加加ににむむけけ手手作作りり進進路路をを本本人人をを中中心心

にに保保護護者者・・担担任任・・進進路路指指導導部部ななどどのの関関係係者者全全員員でで、、全全教教育育活活動動をを通通じじてて行行ううここととである」と考え

ています。 

そのためには、進進路路先先をを決決めめるるとといいううだだけけででははななくく、、そそここにに到到るるままででのの過過程程（（ププロロセセスス））もも大大切切

ににすするるここととでですす。。すすななわわちち、、生生徒徒一一人人一一人人のの実実態態及及びび夢夢やや希希望望にに応応じじてて選選択択とと決決定定をを丁丁寧寧にに行行うう

ここととがが重重要要ででああるると考えます。 

ノノーーママラライイゼゼーーシショョンンととはは、、  

①心身に障がいのある人も、高齢者も、す

べての人々が同じ社会の一員として他の

人々と変わらない日常生活を営むことがノ

ーマルな人間生活である。 

②この①を通じて、障がいのある人も地域

を基盤にし、他の人々とともに生きていけ

るような社会がノーマルな社会である。 

この①と②の両面が総合的に実現する社会

を目指すことがノーマライゼーションであ

ると言えます。 

 

 

癒癒しし教教育育  

 高等部へ進学してくる生徒の中には、中学校から軽度の知的障がいと発達障がいの傾向のある

人が増えてきていました。 

彼らは、いじめ等で心がズタズタに傷つき、精神科に通い服薬している場合が多く見られました。

個別の進路相談等においてフラッシュバックし涙をボロボロと流して辛かった思いを訴えてきま

す。 

このようなケースでは、元々働くための理解力や技術力はありますから３年間かけてでも徹底し

た「癒し教育」が必要だと考えました。癒され、自信をつけてくれば卒業と同時に就職したり、

納得して次のステップ（就労移行等）に進んだりして、自分らしい自立や社会参加を果たしてい

きます。情緒を安定させ自信をつけさせることを指導の第一とすることで、誰でも伸びる芽があ

り適応力がついてきます。そのためにはカウンセリング的な対応も必要となります。 

  

命命ののババトトンンタタッッチチ  

また、一人一人が、自分にあった自立と社会参加ができ、しあわせな人生が送れるように、小・

中・高の一貫教育に、 

・キャリア教育という視点を入れながら、個に応じた日々の授業を大切にしていくこと 

・それぞれの支援者が、役割を分担し、できるところから始め、効果的に移行支援ができるネッ

トワークを構築していくこと 

などが、重要だと考え、「「命命ののババトトンンタタッッチチ」」と呼びました。 

生き続けること、毎日元気に明るく生活すること、働くこと自体が夢であることなど、子供や保

護者の思いや願いに気づき、 
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① 「夢と希望」を与えているか。 

② 一人一人違う自立と社会参加に向け、一人一人の手作り進路を行っているか。 

③ 本人・保護者の納得度・満足度１００％を常に目指しているか 

などが進路指導の重要な視点と考えました。 

 

３ 希望する適切な進路実現（選択・決定）に向けて、教師・保護者・

支援者等が気を付けておきたいポイント    
 

((１１))  学学校校カカウウンンセセリリンンググ・・カカウウンンセセリリンンググママイインンドド  

  長く障がい児教育に携わってきて心掛け

てきたことで、その中心的な役割としてカ

ウンセリングマインドというキーワードが

あります。カカウウンンセセリリンンググママイインンドドととはは、、

生生徒徒・・保保護護者者ととのの関関わわりりのの中中ででカカウウンンセセリリ

ンンググのの理理論論とと技技法法をを取取りり入入れれてて生生かかししてて

いいここううととすするる指指導導者者側側のの意意識識やや態態度度ののここ

ととです。この言葉は 30 年程前に新任生徒

指導主事研修会で初めて耳にした言葉で、

それ以降の生徒指導や保護者対応等の私の

基本姿勢となりました。それまでは、カウ

ンセリングとはクライアントとカウンセラ

ーの個別面談によるものとイメージしてい

ました。その時初めて教師による「学校カウンセリング」という考え方があることを知りました。 

 

（（２２））  生生徒徒ととのの関関係係性性ををどどううつつくくるるののかか  

 師師弟弟関関係係ががなないいととこころろにに教教育育はは成成りり立立たたなないい  

これは３４年前に福岡高等学園の安増朗

初代校長から教えられたことです。それ以

来、生徒との関係性をどう作るのかがずっ

と私のテーマとなってきました。まずは、

ラポート（信頼関係）づくりからスタート

です。快・不快の感情において、最低、快

の関係づくりが必要です。これは、どんな

に素晴らしい指導ができても嫌われていた

ら効果が上がらないし、かえってマイナス

となります。逆に普通の指導でも、大好き

な先生の言うことはよく聞いてくれるし教

育効果も上がります。 

快・不快の快、好き・嫌いの好きという関

係性をつくることが大切であると思います。 
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 アアセセススメメンントトのの重重要要性性  

関係性をつくるためには、まず生徒を良く理解することです。生徒の実態把握の方法としては、

4 つの観方（みかた）で実践してきました。①じっくり観る。②予測して観る（仮説を立てて）。

③確かめながら観る（立てた仮説を）。④みんなで観る（共通理解・偏らない）であす。生徒の実

態が正しく分かれば、指導の方向性が正しく定まり、◎目標が定まる → ◎指導内容が決まる 

→◎指導方法は山ほどある（指導者の数だけある） → ◎あとは、実践しながら評価し、軌道

修正していけばよい → ◎そうすれば間違わないで指導できます。 

逆にどんなに素晴らしい指導方法でも、方向性を間違えたらかえってマイナスです。であればや

らない方がよいです。 

 

 関わり方のポイント 

関わり方としては、褒めることが基本です。場合によっては叱る時もありますが、この場合、

褒めると叱るのバランス感覚が重要です。 

例えば、強めの指導や叱りは５分以内に留めること、それ以上叱っても本人には伝わらないし頭

の中に入らないので効果が上がりません。教師の自己満足に終わってしまいます。教師と生徒間

では時として魂と魂のぶつかり合う時があります。しかしその時は必ずフォローすることです。

また誰かと役割を分担することもあります。そして常常にに、、生生徒徒のの自自尊尊感感情情、、自自己己肯肯定定感感、、自自己己有有

能能感感をを感感じじささせせるるよよううにに心心掛掛けけ「「ややれればば分分かかるる、、ややれればばででききるる」」とといいうう自自信信ををつつけけささせせるるここととが

重要となってきます。 

 

（（３３））カカウウンンセセリリンンググママイインンドドをを障障ががいい児児教教育育でで生生かかすす  

 癒癒しし教教育育でで自自然然成成長長力力をを刺刺激激  

  生徒や保護者に対してカカウウンンセセリリンンググ的的対対応応が必要な時があります。 

全ての指導ではありませんが、特に、情緒に課題、自閉的傾向、困り感（親も含めて）などを有

する場合は、必要であり有効となります。 

また、生徒によってはまず癒癒すすここととがが最最優優先先の場合があります。たくさん傷付いてきた過去の悪

い循環から、ターニングポイントを模索して良い循環へと導いていくためには、人（友達・教師・

家族）、教室、学校、地域などのよき環境作りが必要です。癒しは、本人が元々有している自然成

長力（医療の自然治癒力に対する教育による成長力のこと、中村造語）を刺激して次の一歩を踏

み出すために重要な役割を担っていると考えます。 

 

 モモンンススタターーペペアアレレンントトははいいなないい  

子供にとって保護者は最大の環境（母親中心、それを支える父親・家族）です。よく言われる

「モンスターペアレント」という言葉は良くありません。マスコミ等が作った言葉ではないでし

ょうか、教師がそれに踊らされてはいけません。教師がそう思った瞬間に保護者との信頼関係は

築けなくなります。保護者も子ども同様深く傷ついてきています。特に母親、その母親にどう寄

り添いながら癒していくのか、特別支援教育ではこれも専門性の一つであると考えます。 

しかし、全て保護者の激しい言動を正面から受け止め過ぎると教師も病気になってしまいます。

そこで分担して受け止めたり、時には上手にいなしたりすることも必要ではないでしょうか。 

重重要要ななここととははモモンンススタターーペペアアレレンントトだだとと決決めめつつけけてて拒拒否否ししたたりり対対立立ししたたりりすするるとと、、前前にに進進ままなな
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って悩んだり、必要な情報を探して提供したり、日頃から子供を常に中心に起きながら本音で語

り合ったりして、根気強く細やかにコミュニケーションをとることで徐々に関係性が好転してい
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① 「夢と希望」を与えているか。 

② 一人一人違う自立と社会参加に向け、一人一人の手作り進路を行っているか。 

③ 本人・保護者の納得度・満足度１００％を常に目指しているか 

などが進路指導の重要な視点と考えました。 

 

３ 希望する適切な進路実現（選択・決定）に向けて、教師・保護者・

支援者等が気を付けておきたいポイント    
 

((１１))  学学校校カカウウンンセセリリンンググ・・カカウウンンセセリリンンググママイインンドド  

  長く障がい児教育に携わってきて心掛け

てきたことで、その中心的な役割としてカ

ウンセリングマインドというキーワードが

あります。カカウウンンセセリリンンググママイインンドドととはは、、

生生徒徒・・保保護護者者ととのの関関わわりりのの中中ででカカウウンンセセリリ

ンンググのの理理論論とと技技法法をを取取りり入入れれてて生生かかししてて

いいここううととすするる指指導導者者側側のの意意識識やや態態度度ののここ

ととです。この言葉は 30 年程前に新任生徒

指導主事研修会で初めて耳にした言葉で、

それ以降の生徒指導や保護者対応等の私の

基本姿勢となりました。それまでは、カウ

ンセリングとはクライアントとカウンセラ

ーの個別面談によるものとイメージしてい

ました。その時初めて教師による「学校カウンセリング」という考え方があることを知りました。 

 

（（２２））  生生徒徒ととのの関関係係性性ををどどううつつくくるるののかか  

 師師弟弟関関係係ががなないいととこころろにに教教育育はは成成りり立立たたなないい  

これは３４年前に福岡高等学園の安増朗

初代校長から教えられたことです。それ以

来、生徒との関係性をどう作るのかがずっ

と私のテーマとなってきました。まずは、

ラポート（信頼関係）づくりからスタート

です。快・不快の感情において、最低、快

の関係づくりが必要です。これは、どんな

に素晴らしい指導ができても嫌われていた

ら効果が上がらないし、かえってマイナス

となります。逆に普通の指導でも、大好き

な先生の言うことはよく聞いてくれるし教

育効果も上がります。 

快・不快の快、好き・嫌いの好きという関

係性をつくることが大切であると思います。 
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きます。特別に進路に詳しくなくてもよいです。詳しい誰か（進路指導主事等）に聞けばよいか

ら、ただ母親に寄り添っていこうとする姿勢だけで十分です。 

 

 親親業業（（おおややぎぎょょうう））  

約３０年前に出会ったアメリカのゴードン博士が開発されたカウンセリングの理論と実践法で

す。日本ではあまり有名ではありませんが、カウンセリングの理論と方法が詰まっていて、私に

は分かり易く実践することができました。これまで、進路指導、生徒指導、保護者対応、自分の

子育てなどに活用してきましたが、自分なりにうまくいったと思っています。 

発達障がい児の母親であり、小学校特別支援学級の担当教師でもあった人が二人いたのですが、

どちらも親業を活用してみて、効果的であったことを報告されました。 

さらに、教師も加わったＫ大学医学部の発達障がい児療育キャンプでも親業を取り入れていたこ

とが報告されました。実践法のポイントは、 

① 能動的な聞き方 

② わたしメッセージとあなたメッセージ 

③ 勝負なし法、などです。 

子どもの主体性を育てることにも効果的であると言われています。教育現場では私なりにこの考

え方を生かして実践しました。 

 

（（４４））「「言言葉葉掛掛けけ」」はは、、専専門門性性のの「「いいろろはは」」のの「「いい」」  

 教師は１日何百回、何千回と言葉を発します。それが１週間、１ヶ月、１年となると相当な数

値となります。どんな言葉を選択し、どんなタイミングで、声の調子で、表情で生徒に話しかけ

るのか、とても重要なことです。 

しかし、そのことをどれだけの教師が意識しているのか。この重要性を感じているのか。もちろ

ん、ただ言葉を掛ければ良いということではありません。あるベテランの施設長は、「「手手をを離離しし

ててもも目目をを離離ささずず」」と言われました。見守り方、待ち方の質の問題でもあります。言葉掛けを磨く 

と、生徒との距離感が近くなり、指導･支援がよく入るようになります。簡単で毎日普通に繰り返

していますが、奥が深いです。 

 もう一つ大事なことは、今今言言葉葉をを掛掛けけたたここのの瞬瞬間間、、子子供供のの中中ににどどんんなな風風ににイインンププッットトさされれたたのの

かか、、或或いいははさされれつつつつああるるののかか、、とといいうう視視点点のの重重要要性性があります。自分はこんな思いで言葉かけを

したということが第一ではなく、生徒にどんな風に伝わったのか、伝わりつつあるのかという視

点の方が第一なのです。そうしないと教師側の独りよがりの自己満足の指導・支援となってしま

う恐れがあるのです。生生徒徒のの声声ななきき声声（（ササイインン））、、表表面面上上のの言言葉葉のの裏裏ににああるる「「心心」」にに、、気気づづくくここ

ととがが大大切切です。 

 また、子供達の生活年齢も意識しておく必要があります。 

特に、高等部段階では、生活年齢は１６歳、１７歳、１８歳です。精神年齢は、０歳から小学生、

中学生、高校生までとさまざまです。表面的なことにとらわれていないか。高校生の生活年齢で

あること、高等部３年では１８歳の成人となることなどをよく考えて、どのように言葉掛けをす

べきかを一人一人の教師が自己を見つめ直し、また、みんなで論議し、生生徒徒のの人人権権をを尊尊重重ししたた接接

しし方方、、言言葉葉のの掛掛けけ方方をを再再認認識識すするる必要があると考えます。 

 

（（５５））主主体体性性ににつついいてて  

企業を対象に人材育成のコーチングをされている方（※１）の話しを聞く機会がありました。

その時に気に留めた内容があり、自分なりに考察を加えてみました。 

※１ ㈱らしさラボ 代表取締役 伊庭（いば）正康 氏  東京都著書：「ゆとり世代を即戦力にする５つの極意」 

49



50 
 

 「その企業に必要な知識や技術は、企業で育てるから、学校教育では次の力を育ててほしい。

その力とは、『働きかける力（環境を整える力）』である。」とのことでした。これは、今まで多く

の企業人と交流する中で何度も耳にしてきた言葉です。 別の言い方をすれば、自分からアクシ

ョンを起こす、一歩踏み出すというような意味とも受けとめられます。「キャリア教育の視点、主

体性の育成」そのものだと思いました。進路指導主事として１３年間、進路の現場監督を勤めさ

せていただいた経験から、私なりに、いくつかのキーワードを大切にするようになりましたが、

その中のいくつかを紹介しながら、少しばかり私なりの考えを述べたいと思います。 

  

＜＜キキーーワワーードド＞＞  

  

①① 笑笑顔顔ののああいいささつつ、、元元気気なな返返事事、、確確かかなな（（正正確確なな））ほほうう・・れれんん・・そそうう  

 例えば、「笑顔のあいさつ」 → 自分からあいさつをする。 

 相手から言われてからするのではありません。もちろん言われたら必ずあいさつを返す習慣を

つけることは最低でも必要なことです。朝起きて一番最初にすることは家族との「おはよう・お

はようございます」であり、生まれて死ぬまで、学校では小 1 から高３まで毎日繰り返されます。 

 朝起きたら、学校に来たら、「自分から先に」という意識をもって、心から「おはようございま

す」と言う習慣化を徹底的に図ることが大切です。学校では常に小学部 1 年生から実践されてい

ますが、これがキャリア教育の視点、主体性の育成であるということを、どれだけの教師が認識

して日々子供たちと関わっているのか、今一度各自で自己チェックする必要があります。 

 

②② 進進路路訓訓    

感謝   ： ありがとうございます 

素直   ： はい、分かりました  いいえ分かりません、教えてください 

チャレンジ： はい、やってみます  失敗したけど、また、やってみます 

 

③③ 情情緒緒のの安安定定  

  情緒を安定させることが何よりも大切です。 

乳幼児期や小学部段階での不安定さ、パニック（たたく、ける、投げる、こわす、あばれる、わ

めく、さけぶ等）は、中学部、高等部、卒業後になると、体も大きくなり、とても目立ち、力が

強くなり、危険度が何倍も増幅されます。 

情緒が不安定になると、せっかく持っている可能性を発揮できなくなり、伸び悩みます。その子

の可能性を最大限に伸ばすことができにくくなります。 

情緒を安定させ、学ぶ喜び（プリント学習でも作業学習でも）をより多く体験させることで、自

信を付けさせることに繋がります。さらに情緒が安定していき良い循環が生まれます。 

 

①笑顔のあいさつ、元気な返事、確かな（正確な）ほう・れん・そう   

②進路訓 ： 感謝・素直・チャレンジ 

③情緒の安定 → やれば分かる・やればできる（自己有能感の基） → 学ぶ喜び   

       → 自信 → 意欲 → チャレンジ精神 → 適応力     ※自然成長力   

④今ある知識を活かす力 

⑤キャリア教育の視点 ： 「どこで」「どんなふうに」「自分らしく」「心豊かに」 

「しあわせだなあ」と感じながら「生きていくのか」という視点。 
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発達障がい児の母親であり、小学校特別支援学級の担当教師でもあった人が二人いたのですが、

どちらも親業を活用してみて、効果的であったことを報告されました。 
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子どもの主体性を育てることにも効果的であると言われています。教育現場では私なりにこの考
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値となります。どんな言葉を選択し、どんなタイミングで、声の調子で、表情で生徒に話しかけ

るのか、とても重要なことです。 

しかし、そのことをどれだけの教師が意識しているのか。この重要性を感じているのか。もちろ
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う恐れがあるのです。生生徒徒のの声声ななきき声声（（ササイインン））、、表表面面上上のの言言葉葉のの裏裏ににああるる「「心心」」にに、、気気づづくくここ

ととがが大大切切です。 

 また、子供達の生活年齢も意識しておく必要があります。 

特に、高等部段階では、生活年齢は１６歳、１７歳、１８歳です。精神年齢は、０歳から小学生、
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その時に気に留めた内容があり、自分なりに考察を加えてみました。 

※１ ㈱らしさラボ 代表取締役 伊庭（いば）正康 氏  東京都著書：「ゆとり世代を即戦力にする５つの極意」 
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その結果、チャレンジ精神が高まり適応力がついてきます。 

適応力がしっかりとついてくれば、その子が選択した進路先独自の環境に、新たに学ぶべきこと

へのチャレンジができ、徐々に適応できるようになっていきます。 

そのためには、環境や条件が整えば自ら学び成長しようとする自然成長力、特に家庭生活や学校

生活で、長年かけて熟成しておく必要があります。 

もちろん地域社会の力も大きいのですが、まずは家庭と学校が基本だと思います。 

 

④④  今今ああるる知知識識をを活活かかすす力力  

 知識をより多く得て、理解力・考える力・イメージ力等を高めるための学習と、今ある知識を

活かす力を高める学習は、車の両輪です。 

知識を新しく得ることは知的好奇心を満足させ、学ぶこと、チャレンジすることの基礎力となり

ます。知的障がい等があるため知識を得ることに限界があるかもしれませんが、それを見極めて

いくことも大切です。 

一方で、「りんご」と読んだり書いたりできても、「りんごを３個持ってきてください。」という指

示に対し、みかんを１個持ってくるようでは知識を活かしたことにはなりません。このようなこ

とは意外に多いのではないでしょうか。 

また、中学校特別支援学級から高等部に入学してくる生徒の保護者の中には、「高等部に入学して

から学力が落ちた、もっと読み書き計算の力を付けさせてください。」という要望もよく耳にしま

す。保護者の気持ちは理解できますが、高等部３年間では学校教育終了後の自立と社会参加のた

めの具体的な実践力を育成することも重要です。いくら読めて書けても、また計算できても、日

常生活や施設・企業等で活用できなかったらその知識は中途半端で真の知識とはなりえません。

しかし、保護者も私たち教師も、どちらかといえばこの知識獲得教育の是非についての論争に偏

ってしまってはいないでしょうか。知識をおろそかに考えているわけではありませんが、もう少

し知識を得る、それを活かす力の両方をバランスよくトータルに捉えていく必要があると考えま

す。知識を活かす力が高まれば、知識を得る力も高まり定着力、理解力、考える力、イメージ力

等が相乗的に高まるのではないでしょうか。研究で明らかにしたわけではありませんが、経験的

にそう捉えています。また、今ある知識を活かす力と主体性（自分から積極的に知識を使おうと

する意識･行動等）とは繋がっているとも思います。 

 

⑤⑤  キキャャリリアア教教育育のの視視点点  

 「どこで」「どんな風に」「自分らしく」

「心豊かに」「幸せだなぁ」という視点。 

進路を意識した視点から考えてみると、こ

の視点で目の前の子供の卒業後の具体的な

姿と今現在の姿を関連づけてイメージし、

いろいろと考えてみることは、私たち教師

がキャリア教育の視点を具体的に考える際

のベースになるのではないかと考えます。 
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（（６６））１１２２年年間間のの積積みみ重重ねね  

■ 学ぶ喜び：やれば分かる、やればできる。
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４４  職職業業的的自自立立（（一一般般就就労労））にに向向けけてて基基本本的的なな考考ええ方方  

（（１１））  どどんんなな流流れれでで  
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を受けながら 
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（（２２））どどんんななととこころろにに  
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その結果、チャレンジ精神が高まり適応力がついてきます。 
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④④  今今ああるる知知識識をを活活かかすす力力  
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す。知識を活かす力が高まれば、知識を得る力も高まり定着力、理解力、考える力、イメージ力

等が相乗的に高まるのではないでしょうか。研究で明らかにしたわけではありませんが、経験的

にそう捉えています。また、今ある知識を活かす力と主体性（自分から積極的に知識を使おうと

する意識･行動等）とは繋がっているとも思います。 

 

⑤⑤  キキャャリリアア教教育育のの視視点点  

 「どこで」「どんな風に」「自分らしく」

「心豊かに」「幸せだなぁ」という視点。 

進路を意識した視点から考えてみると、こ

の視点で目の前の子供の卒業後の具体的な

姿と今現在の姿を関連づけてイメージし、

いろいろと考えてみることは、私たち教師

がキャリア教育の視点を具体的に考える際

のベースになるのではないかと考えます。 
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助けがいるところは遠慮なく受けて、繰り返していけば成長していきます。まずはチャレンジす

ることです。 

働くことは夢、誰にでもチャンスはあるはずです。障がいの有無や程度に関係なく、「働きた

い」という意識を持たせることが大切です。もちろん一人一人の生き方・在り方があり企業での

就労が全てではありません。 

チャレンジできるための教育を保障すること、進路保障は学力保障です。私達教師は学校が第

一の土俵であり、そのための教育内容・方法を確立する必要があります。日々の授業が大事、日々

の研修が命、私私達達教教師師はは、、働働くくこことと自自体体がが夢夢ででああるる障障ががいい者者やや親親のの思思いい・・願願いいにに気気づづきき、、「「夢夢とと

希希望望」」をを与与ええてていいるるののかか。。一一人人一一人人違違うう自自立立とと社社会会参参加加にに向向けけ、、一一人人一一人人のの手手作作りり進進路路ににチチャャレレ

ンンジジししてていいるるののかか。。結結果果とと経経過過をを大大切切ににししななががらら本本人人・・親親のの納納得得度度・・満満足足度度１１００００％％をを常常にに目目指指

ししてていいるるののかか。。そそししてて、、キキャャリリアア教教育育ややラライイフフスステテーージジとといいうう視視点点でで学学校校作作りりををししてていいるるののかか。。

もう一度、日々の実践を見直す必要があるのではないでしょうか。 

 

５ おわりに 

 今回、中村風進路指導について、３９年間の経験と勘をベースにまとめてみました。日頃子供

達へ「自分らしさ」「自分のペースで」と伝えています。私も自分らしさの障がい児教育、進路指

導にチャレンジしてきました。これまでは教育という子供・生徒と学校の領域で、師弟関係、あ

る面上下関係でした。これからは福祉という大人・社会人と支援者という対等関係となります。

同じようで同じでない、同じでないようで同じである点もたくさんある中で新しいことにチャレ

ンジを始めました。これから福祉（就労支援）と教育の違いと共通を体感しながら切り替えでき

るようになっていこうと思います。ただ、人と人とのつながり、関わり合いという点においては

変わらないため、これまでの経験と勘を生かすことができるところは生かしていこうと考えてい

ます。 

 最後に、この報告書を読んで頂きありがとうございました。冒頭お伝えしましたようにご意見

ご助言をよろしくお願いします。 
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■■ごご支支援援ののおお願願いい 
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これからも障がいのある人たちの、永遠の幸せを願って活動してまいります。 

どうぞ、ご支援をよろしくお願い申し上げます。 

■■応応援援会会員員（（33,,000000 円円//年年））以以上上のの任任意意のの額額  

■■ごご寄寄付付（（いいくくららかかららででもも結結構構でですす））      

○お振込み先 
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1. 個個人人がが寄寄附附ししたた場場合合 
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とができます。 

2. 法法人人がが寄寄附附ししたた場場合合  
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認認定定ＮＮＰＰＯＯ法法人人  障障ががいい者者よよりり良良いい暮暮ららししネネッットト  
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TTEELL    009900--77339922--11000000              FFAAXX    009922--998855--77991111  

MMaaiill    yoriyoikurasi@gmail.com  
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